
入園、進級して１ヶ月が経ちました。まだまだ涙の登園の姿もあ
りますが、それぞれにお気に入りの場所やおもちゃなど見つけ、笑
顔の時間も増えてきたようです。

４月はなんだかスッキリしない天気が多かったですが、やっぱり

お外遊びの時の子どもたちの表情はいきいきしています！2歳児

のSくんは、地面に張り付くようにてんとうむしやダンゴムシを観

察中です。「てんとうむし、オレンジだね！」、「ちょこちょこ動いて

るねー！」。手に乗せてみる？と尋ねると、「こわいー」と言ってち

ょっとビビり気味。容器に入れれば、２歳児が集まってきて「見せて

ー！」、「丸くなってるー！」。にぎやかにみんなで観察タイムでし

た。

虫探しの隣では、毎日のように花摘

みに夢中の女の子たちです。「きれい！

お土産にするのー。」、2歳児のSちゃん

が花を摘んでいると、珍しく年長のAく

んも摘んでいます。「こっちにもあった

よ！」と言って、2歳児のSちゃんに花をプレゼントしていました。2

歳児には届かないところのお花を摘んで、花束ができそうなほど

集めてくれていました。とっても嬉しそうに「ありがとう」とSちゃ

ん。ちょっぴり照れているAくんがとても可愛かったです。数年前ま

では幼かった子どもたちが、いつの間にか年長さんになり、心も体

もお兄ちゃんになってきているようで嬉しい出来事でした。

毎日のコドモンの連絡帳で、『家で甘えん坊で抱っこ抱っこで

す！』『何でも「じぶんで！」と言ってます！』など、家庭での様子

を教えていただき、ありがとうございます。子どもたちは子どもた

ちなりに、新しい環境になれようと頑張っているところだと思い

ます。連休後、登園を渋ることもあるかと思いますが、お家で寝る

前にぎゅーっと抱きしめて、パワーを充電してもらえるとありがた

いです。

今月はフリー参観を計画しています。子どもたちの普段の様子を

ぜひ見にきてくださいね。５月もよろしくお願いします。 大河

「
あ
そ
び
」
は
「
ま
な
び
」

今
年
は
早
々
に
薄
紫
の
花
を
散
ら
し
終
え
、セ
ン
ダ
ン
の
新
芽
が
枝
い
っ

ぱ
い
に
芽
吹
い
て
い
ま
す
。ア
コ
ウ
や
ク
ス
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
の
新
緑
の
間
か
ら
、

優
し
い
木
漏
れ
日
が
園
庭
に
注
い
で
い
ま
す
。
木
々
の
薫
り
と
と
も
に
、
花

壇
の
花
々
が
、
色
と
り
ど
り
に
微
笑
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
肌
寒
い
日
も

あ
り
、
汗
を
か
く
よ
う
な
夏
日
も
あ
り
と
、
衣
服
調
整
に
も
気
を
遣
い
ま

す
ね
。
さ
あ
、
今
年
も
川
沿
い
に
は
ホ
タ
ル
が
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
か
。

新
年
度
を
迎
え
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
三
週
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
玄
関

で
の
泣
き
声
も
ず
い
ぶ
ん
少
な
く
な
り
、
少
し
ず
つ
自
分
の
居
場
所
を
見
つ

け
始
め
た
子
ど
も
た
ち
。
周
囲
の
様
子
を
観
察
し
つ
つ
、
一
日
の
流
れ
や
約

束
事
を
理
解
し
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
周
囲
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
に
も

関
心
が
向
き
、
関
わ
り
も
高
ま
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
伴
い
、
自
己

主
張
の
衝
突
も
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。い
つ
も
仲
良
く
遊
ん

で
欲
し
い
と
大
人
は
願
い
ま
す
が
、
様
々
な
心
の
葛
藤
や
交
流
を
経
て
、
互

い
を
認
め
合
う
関
係
に
な
っ
て
い
く
の
を
見
守
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。
何

よ
り
も
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
お
子
さ
ん
の
あ
り
の
ま
ま
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
て
く
だ
さ
る
安
全
基
地
で
あ
る
こ
と
で
す
。「
泣
い
て
も
い
い
ん
だ

よ
！
」「
い
っ
ぱ
い
あ
そ
ん
で
お
い
で
！
」
そ
れ
が
見
え
な
い
根
を
支
え
る
大

地
な
の
で
す
。

毎
年
五
月
は
同
じ
内
容
で
恐
縮
で
す
が
、
幼
児
期
に
お
け
る
遊
び
の
大

切
さ
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
は
、
自
発
的
で

主
体
的
な
活
動
で
あ
る
「
遊
び
」
か
ら
得
た
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
、「
生

き
る
力
の
基
礎
を
培
う
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
夢
中
に
な
っ
て
遊

ぶ
中
で
友
だ
ち
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
葛
藤
を
体
験
し
、
挫
折
感
や
成
功
感
を

味
わ
い
ま
す
。
遊
び
を
考
え
、
工
夫
し
、
試
行
し
、
協
力
し
合
い
ま
す
。
自

然
溢
れ
る
空
間
、
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
時
間
、
そ
し
て
感
動
を
共
感
で
き
る

友
だ
ち
、
都
市
部
で
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
の
三
間
こ
そ
遊
び
の
大

切
な
環
境
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。「
遊
び
」
こ
そ
が
こ
の
時
期
の「
学
び
」
な
の

で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願
う
な
ら
ば
、
質
の

高
い
「
遊
び
」
を
担
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
育
の
中
の「
遊
び
」
と

は
、
①
自
分
か
ら
す
る
こ
と
（
自
発
性
）
②
満
足
す
る
ま
で
す
る
こ
と
（
自

己
完
結
性
）
③
楽
し
い
と
感
じ
る
喜
び
（
自
己
報
酬
性
）
に
定
義
さ
れ
る

よ
う
で
す
。
し
か
し
、こ
れ
だ
け
で
は
、
一
日
中
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
に
没
頭
す
る

こ
と
も
当
て
は
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
他
の
要
素
も
必
要
で
す
。
そ
れ
が
大

人
の
援
助
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
は
、
主
体
的
で
あ
る
が
故
に
、
パ
タ

ー
ン
化
し
停
滞
し
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
よ
り
面
白

さ
が
増
す
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
保
育
者
の
最
大
の
存
在
意

義
が
こ
こ
に
あ
る
わ
け
で
す
。
遊
び
は
、「
休
み
時
間
」
の
遊
び
で
は
な
く
、

保
育
の
中
核
で
あ
り
、
そ
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
子
ど
も
の
発
達
に
大
き
く

関
わ
る
と
い
う
こ
と
を
常
に
覚
え
な
が
ら
、
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

子
ど
も
に
よ
っ
て
は
、
そ
ろ
そ
ろ
疲
れ
が
出
始
め
る
頃
で
す
。
連
休
を
ご

家
族
で
楽
し
ま
れ
な
が
ら
、
ど
う
ぞ
十
分
な
休
養
も
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
梅
雨
時
を
元
気
に
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、
毎
日
の
変
化
に
応
じ

た
対
応
や
食
事
・
睡
眠
に
留
意
し
、
保
護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
園
生
活
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

園
長

５月の行事予定

9日（木） 弁当日

17日（金） ４～６月誕生会

2 0 ～ 2 4 日 家庭訪問・新学期面談

〃 フリー参観週間

21日（火） 交通安全教室

23日（木） 内科健診

25日（土） 役員会(10:00~)
〃 職員研修（14:00~）

30日（木） 弁当日

２０２4年度 年主題 〈さあ、漕ぎだそう 奏でよう〉
0･1･2歳児５月主題「だいじょうぶ」 3･4･5歳児５月主題「うごきだす」
月のねがい 月のねがい

◎神さまに守られ、それぞれのペースで園生活に慣れていく(0) ◎空､雲､風､木々 など神さまがつくられた身近な自然に保育者とともに気づき、包まれて過ごすことの心地よさを感じる(3)
◎安心できる大人のそばでありのままでいられる(0) ◎一人で、また保育者や友だちと一緒に好きな場所を見つけ、やりたい遊びに心を動かす(3)
◎草花や小さな虫を見たり触れたりする(0) ◎爽やかな風の中、戸外の気持ちよさを感じながら遊ぶことを楽しむ(3)
◎お祈りやさんびかに親しみ、心地よさを感じる(1.2) ◎日常の中で神さまが創造された世界を感じ感謝して祈る(4.5)
◎身近な大人に十分に受け止めてもらいながら、自分の周りの事柄に自分から関 ◎自分のやりたいことに興味や関心を持ち、繰り返し楽しむ(4.5)
わろうとする(1.2)◎自然の音や色に気づいてふれていく（1.2） ◎風、土、虫の命を感じるなど、身近な自然の中で探求することを楽しむ(4.5)

今月の聖句 「沖に漕ぎ出して網を降ろし、漁をしなさい」
ルカ福音書5：4（新共同訳）

観衆がドキドキする中、あるスタントマンがナイアガラの滝で綱渡りを行い、大成功を収め観衆
から大喝采を受けました。すると、スタントマンは、その中にいた一人の少年に話しかけてこう言いまし
た。「そこの坊や、私は綱渡りの名人だと思うかね？」・「うん」、「このロープで何でも出来ると思うか
ね？」・「もちろん！」、「自転車に人をのせて渡れると思う？」・「思う、思う！！」、「よし、坊や、じ
やあ乗ってごらん！」・「・・・」。この少年はスタントマンが並はずれたスタントマンだと信じ、その事
実を受け入れましたが、彼に信頼して自分の身を委ねる勇気を持つことは出来ませんでした。
何か新しいことにチャレンジする時、そこには勇気が必要になります。そして、その勇気を引き出すに

は誰かに声をかけてもらうことも必要です。今月の御言葉に選ばれている「沖に漕ぎ出して網を降ろ
し、漁をしなさい」は、漁師をしていたペテロがイエス・キリストの弟子となる時にかけられた言葉です。
その言葉によってペテロも勇気を持って一歩踏み出して、イエスさまの弟子としての歩みを始めまし
た。
新年度が始まって一ヶ月が経ちました。園の子どもたちも少しずつ新しい環境に慣れてきた頃でしょ

うか。園では新しい挑戦が沢山あります。新しいチャレンジに勇気を持てるように、是非、子どもたち
に声をかけてください。その手を取って、前へ進み出ることが出来るように支えてください。

協力牧師 池田基宣

６月の行事予定

1日（土） 職員研修（熊毛地区）

4日（火） 歯科健診

11日（木） 弁当日

22日（土） 役員会（夏祭り準備）10:00~
29日（土） 夏祭り(9:00~)

連絡帳の書き方について ④悩み・心配ごと
小さな事でも、気軽に書いて下さると助かります。

保護者におかれましては、毎日仕事や家事でお忙しい中、 「ママをパンチしてきます。お友だちにはしていないです
連絡帳を記入して頂きありがとうございます。連絡帳の利 か？」「家では野菜を食べてくれません。園ではどうです
用の仕方について今回は少し記載してみます。 か？」など。園ではこうしたら良かったなどお伝えしやす

くなったり、実は少し気になっている姿も、保護者の方と
①体調面について 共有しやすくなったりする事もあります。送迎時にはなか
「昨夜から鼻水が出ています」「夜中咳が出ていました」 なか話す時間や話しづらいこともありますので、なるべく

「ここ２日便が出ていません」など、少しの変化でも書い 気軽に書いていただければ有難いです。
いていただけると、『鼻が詰まっているから給食が進まな ⑤成長・挑戦していること
いのかな？』『咳で眠れてなくて機嫌が悪いのかな？』な 「初めて手を放して一歩が出てきました」「階段を上がり
どと保育者は保育の中で推測できます。もちろん、「いつ たくて、よく挑戦しています」 など。
もどおり元気です！」でも結構です。 『歩きたがっているのなら、園でもサポートしてみよう』
②好きな遊びなど 『園でも段差を上がるかもしれないから、気をつけて見守
家での遊びやこれが好きということでも書いていただく ろう』『ボタンの玩具を用意してみようかな？』など、発

と、お子さんとのコミュニケーションがしやすくなります 達段階を考えながら活動を計画する事に繋がります。
「○○の歌が好きでノリノリで歌っています」「玩具の○ ⑥園でのエピソード
○が好きで園から帰るといつも遊んでいます」など。 園で 「コロコロとずっと言っています。園でボール遊びでもし
も○○の遊びで誘ってみようかな？など、会話もしやすく たのでしょうか？」「お友だちと一緒にお絵かきしたのが
なります。 楽しかったそうです」「先生が教えてくれたと言って、家
③夕方や朝、休日の出来事・様子 でも靴下を自分で履こうと頑張っていました」など。
「園でした手遊びをみせてくれました」「家ではイヤイヤ お家で話してくれているとわかると、『楽しかったのか
で服を着せるのも一苦労です」「土 な？』『やって良かったな』と、保育者もとても励みにな
曜日は親子で公園に遊びに行きまし ります。
た」など。園では見ているだけだと
思っていたけれど、本当はよく見て 保護者の方とお子さんの様子を連絡帳で共有することで、
るんだなとわかり嬉しくなってきま 子育て時期の素敵な記録の宝物となっていくことは間違い
す。 ありません。どうぞ、楽しんでご利用下さい。

副園長


